
も拓いものである｡このうち.タイプBとCとは

きわめて変只に田むものであり.下顎の迎瑚様式
の一般性を示し.このような迅動と白山の喫縄に

よるフアセットの発適とは対応性が見られる｡

以上のような食肉刑に見られるmm突起とmm

謁の関節様式は筋肉の発達との関係で.発述段即

や性的二型としてとらえられる幽牙の形態にも反

映しているものと思われる｡今回は.主として.

化石および現生の食肉類についてのみ検討を加え

たが.同様の方法で.霊長類を含む噂乳類につい

ても研死を行い,一般別をあさらかにしたい｡

歯と歯周組稔の槻能的および増齢的変化に関す

る超微形態学的研究

田植庄 三郎 (衆京的大)

柳 将 孝 彰 ( 〃 )

東 田 久 子 く ', )

ヒトの附蝕や歯周疾恩の寝息率は加齢につれて

増大する｡殊に組周疾患の場合は加齢に伴う歯牙

一桁敵結合部の形態的変化に起因することが少な

くない｡そこで我々は加齢に伴う歯の変化と.そ

れに従って起こる歯牙一歯髄結合部の超微形態的

変化を明らかにし.如蝕と歯周炎に対する宿主抵

抗性の本懐.歯および歯周組机における加齢の生

理的意義を検討することを目的とした｡

今年皮は本研死以外の目的で郡流田定を施した

材料 (Mm779)が本研究に流用できるかについ

て.胡微形僧的な検討に終始した｡その結果は細

胞fl微細稲造の保存性においても満足し狩るもの

と判断され.本研究遂行の鵜にのみサルを屠殺す

る必要がないことが判明した｡以下は得られたデ

ータのうち.各歯周組粒における概略である｡

白亜質芽細胞 :忠子形の外形を示し,桁円形の

核を認める｡豊富な細胞質にはよく発達したゴル

ジ狂乱 多量の粗面小胞体やミトコンドリア等を

認め.活発に蛋白質合成を行なっていることをう

かがわせる｡

白亜田細胞 :白亜質中に埋没せしめられた白亜

'LT細胞の細胞矧 ま暗調で.細胞TI小EWtj'も白亜質

許細胞に比し激詠成し.少正の粗面小胞体.ミトコ

ンドリアが認められるにすぎない｡また周囲白亜

TIに向って細く長い細胞TI突起が放射状に白亜質

小口内に伸びている｡

tfl鮫内相上皮 :ここは広い細胞間隙に多数の微

小突起を山している3T(屑用平上皮によって桐成さ

れており.細胞Tlには胴畷iW経.オ ドランド小体

などを認める｡隅接細胞どうLはよく発適したデ

スモゾームにJ:り迎結されている｡伯牙との抜合
邦にはTLT子密皮の砧いIf'l状川辺物として認められ

る形成途上の伯小皮が税邪された｡伯小政 はヒト

やサルなどの詔長類に存在し.伯I.TJ捗;,Tilの初発に

は見逃すことのできない的出物である｡

歯根膜領域 :ここにはコラゲン線維のrdiからrL

る歯根膜線維と線維芽細胞がみられる｡地紋股線

維は白亜質表面に向って走行し.白亜TfHlfこiiE入

している｡線維束間にある線維芽細胞は紡顔形で

周囲に細長い突起を出し,細胞質中には大小不同

のライソゾーム様ITI粒を認める｡

抹 冠 7 (本年皮は延朋)

課 題 8

前頭連合野と無名領との緑椎連絡について

藤 井 正 子 (東大 ･医 ･脳研)

無名質はコリン作動性線維の起始として有名で

あり.大脳皮質への遠心路が粒々論議されている｡

そこで.特に前頭連合野との関係を.日本ザルで

検討することにした｡

方法.二項の日本ザルをFTlい.胴定位W定法円

に固定した脳中に.脱方は近にJ:り.il:別針を挿

入し.麦芽アグルチニンと西fY･:わさびペルオキシ

ダーゼの結合物水溶液 (2.5%)杏.0.1-0.0

2JLBを注入した｡注入後48時間動物をJJ三-(I--さ

せ.濯流固定した脳は連続切片とし.テトラメチ

ルペンチヂン法により処W.し.王として逆行性軸

系流によって迅ばれる仇W勿TIの追跡により.求

心路の検討を行なった｡

紡架｡日本ザル二頂において.注入針はいずれ

も内方にそれ.一方は内側視索前野.他方は無名

質の内側緑を含む外側視索前野を中心とする注入

部位となった｡前者では.前頭連合野に標識細胞

を見出することが出来なかった｡ ただ.視床下

腹内側核と外側隆起核に密袋した標識細胞柴田を

認めることが出来たのは副産物であった｡無名質

の段内側部を含む後者の側では,畠の最前部を覆

-45-


